
【１２】

七
月
七
日
か
ら
五
日
間
、
今

年
国
家
公
務
員
と
し
て
、
農
林

水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境

省
に
採
用
さ
れ
た
三
名
の
研
修

が
本
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

修
生
受
け
入
れ
の
打
診
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
将
来
の

行
政
の
中
核
を
担
う
で
あ
ろ
う

人
た
ち
に
地
方
の
実
情
を
見
て

ほ
し
か
っ
た
し
、
わ
た
し
た
ち

の
生
の
声
も
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
が
あ
り
希
望
し

た
も
の
で
し
た
。
研
修
生
は
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
も
の
と
も

せ
ず
、
座
学
か
ら
現
場
体
験
、

水
産
関
係
者
と
の
懇
談
会
な
ど

精
力
的
に
こ
な
し
ま
し
た
。
特

に
若
手
漁
業
者
と
の
懇
談
会
で

は
、
後
継
者
難
、
漁
業
系
産
業

廃
棄
物
処
理
対
策
、
不
漁
魚
価

安
、
等
々
の
問
題
提
起
を
受
け

直
接
担
当
す
る
部
門
で
は
な
い

に
し
て
も
地
方
が
抱
え
る
問
題

の
深
さ
は
理
解
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
試
み
で

し
た
が
彼
ら
が
山
田
町
の
フ
ァ

ン
と
し
て
こ
れ
か
ら
応
援
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

自
由
民
権
運

動
は
、
明
治
初

期
、
憲
法
制

定
・
国
会
開

設
・
地
租
軽
減

な
ど
を
要
求
し

て
起
き
た
運
動

で
、
明
治
七
年

全
国
的
に
板
垣

退
助
ら
の
民
選

議
院
設
立
の
運

動
が
展
開
さ
れ
、

各
地
に
政
治
結

社
が
設
立
さ
れ

た
。在

京
中
の
鈴

木
舎
定
は
福
沢

諭
吉
ら
と
『
東

京
新
報
』
を
編

集
、
自
由
民
権

運
動
に
共
鳴
し
、

板
垣
退
助
ら
と
接
触
。
帰
盛
し
た
舎

定
は
『
求
我
社
』
を
足
場
に
自
由
民

明
治
十
二
年
、
二
十
八
歳

の
定
次
郎
は
府
県
会
規
則
時

代
の
県
会
議
員
（
被
選
挙
権

は
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
、

三
年
以
上
そ
の
地
に
居
住
、

地
租
十
円
以
上
納
入
の
者
）

と
し
て
東
閉
伊
郡
選
挙
区
の

議
員
と
し
て
、
当
選
、
自
由

民
権
運
動
に
取
り
組
み
、
一

貫
し
て
自
由
民
権
派
の
議
員

と
し
て
地
方
振
興
、
三
陸
沿

岸
の
水
産
業
振
興
に
尽
力
し

た
。
同
十
三
年
定
次
郎
は
、

町
長
）
ら
が
中
心
と
な
り
、
同
志
を

集
い
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
。

明
治
二
十
三
年
七
月
第
一
回
衆
議

院
議
員
（
有
権
者
は
国
税
十
五
円
以

上
納
入
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
）

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
本
県
は
五
区
、

定
員
五
名
。
第
二
区（
東
・
中
・
北
閉

伊
郡
、
南
・
北
九
戸
郡
）か
ら
小
田
為

綱
（
九
戸
）、
中
原
貞
七
（
盛
岡
）、
伊

東
圭
介（
盛
岡
）が
立
候
補
。
弁
護
士
、

求
我
社
系
の
自
由
党
員
で
舎
定
ら
と

自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
て
き
た
伊

東
が
多
く
の
支
持
を
得
当
選
し
た
。

自
由
民
権
運
動
の
中
核

的
組
織
と
し
て
『
立
誠

社
』
を
結
成
、
阿
部
竹

治
（
後
の
東
京
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
）、
桐
ケ

窪
信
五
郎
（
後
の
山
田

盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
『
求
我
社
』
主

催
の
自
由
民
権
大
演
説
会
で
弁
士
と

し
て
国
会
開
設
を
訴
え
多
く
の
共
感

を
呼
ん
だ
。

山
田
に
お
い
て
、
明
治
十
五
年
頃
、

和
作
は
『
一
進
社
』
を
創
立
、
多
く

の
若
者
を
指
導
し
て
い
た
が
、
過
度

の
活
動
か
ら
健
康
を
害
し
、
明
治
十

六
年
六
月
四
十
九
歳
で
病
死
。
県
会

で
活
躍
し
て
い
た
定
次
郎
も
同
年
九

月
三
十
二
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。

和
作
の
死
後
、
舎
定
の
求
我
社
と

呼
応
し
『
一
進
社
』
を
母
体
と
し
て
、

自
由
民
権
運
動
の
先
覚
者

貫
　
洞
　
定
次
郎

権
運
動
を
推
進
、
岩
手
を
代
表

し
対
外
的
に
活
躍
、
板
垣
首
班

の
自
由
党
を
結
成
し
た
。

山
田
に
お
い
て
は
、
明
治
の

は
じ
め
、
江
戸
で
数
学
塾
を
開

い
て
い
た
阿
部
和
作
が
帰
郷
し
、

彼
の
人
格
と
学
識
を
慕
い
若
者

が
訪
ね
た
。
飯
岡
生
ま
れ
の
貫

洞
定
次（
治
）郎「
以
下（
貫
洞
定

次
郎
）」
は
早
い
機
会
に
和
作

に
接
触
。
盛
岡
に
出
、
鈴
木
舎

定
と
交
流
、
自
由
民
権
運
動
に
つ
い

て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
町
史
編
さ
ん
委
員
の
佐
藤
仁
志
さ
ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

龍
昌
寺
に
あ
る
貫
洞
定
次
郎
の
墓
碑
。

「
治
」「
次
」
の
ど
ち
ら
の
字
も
刻
ま
れ

て
い
ま
す
（
右
）
／
「
岩
手
県
議
会
100

年
の
歩
み
」
の
名
簿
よ
り
抜
粋
。
明
治

12
年
に
東
閉
伊
郡
選
挙
区
か
ら
３
人
が

当
選
し
て
い
ま
す
（
上
）


